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＊ 私事ながらこの春に企業から大学に（正確には企
業にも在籍はしつつ）転職しました．従前の職場は厳し
めの出社人数制限の下，リモート勤務が基本となってい
たため職場には月に 1，2回出社する程度であったとこ
ろ，新職場では多人数の学生との対面が基本となってい
て，毎日電車に揺られ，片道 2 時間かけ職場へ通うよ
うになりました．コロナ禍前はこのような毎日出社スタ
イルがごく当たり前であったわけではありますが，今は
感染症に対する緊張感とマスクが常について回っている
という違いがあると言えばあります．

＊ 驚いたのは日ごとの歩数の変化で，家で終日テレ
ワークをしていた頃は 1,000 歩に届かない日すらあっ
たのですが，今は普通に 1 万歩を超えるようになりま
した．加えて，早起きのため睡眠時間が短くなったどこ
ろか，電車内での睡眠も加味すると逆に長くなりました
し，早朝の犬の散歩すらできるようになりました．

＊ リモート勤務には，感染リスク低減，通勤時間や
移動時間の劇的短縮，交通機関の事故や遅延の解消な
ど，明々白々たる利点が多々あることは言をまたないで
すが，逆にコミュニケーション不足や運動不足，休憩時
間不足その他諸々の要因から，当事者が体調を崩すこと
につながるケースもあると言われています．

＊ 本 6 月号小特集「マイクロ波・ミリ波を用いた
生体計測の最新動向」では，生活習慣病のリスクを非侵
襲・ストレスフリーに早期発見・予防するための要素技
術に関する最新動向を解説しています．是非御精読頂
き，今後ますます重要となる，心と体のヘルスケアに向
けた取組みに思いを巡らせ，ニューノーマル時代の働き
方を改めて考える一助となりますと幸いです．

（編集理事 髙村誠之）
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